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第１章 概要 

 
本章は、ＳＣ－８２７７／８２５７／８２３７／８２１５ ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ（以降、 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒと呼称することがあります）の概要を記述しています。 
 

１．１ 特徴 
 
ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ＢＳＣ系手順、ＨＤＬＣ系手順、Ｘ．２５手順、無手順のホストや

端末の設備を変えることなく、専用線、ＦＤＤＩや光ループのネットワークをＩＰネットワークに

統合することが可能です。 
 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ Ｘ．２５には以下の特徴があります。 

 
（１）ＴＣＰ／ＩＰカプセリング機能 

Ｘ．２５パケットをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングします。 
また、ＴＣＰ／ＩＰパケットをＸ．２５パケットに変換します。 
 

（２）各種制御機能 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、Ｘ．２５パケットを単純にＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリン

グするだけでなく、Ｘ．２５パケット網をエミュレーションします。 

 

（３）各種メンテナンス機能 

ＰＣまたは前面の簡易キーボードとＬＣＤを使用して、設定やメンテナンスが可能です。 

設定変更や障害時の切り分けが容易に行えます。 

 

ＳＣ－８２７７には上記の特徴に加えて、以下の特徴があります。 
 
（１）最大４８ポートのサポート 

通信基板を１２枚装着することにより、ＷＡＮ側最大４８ポートの構成が可能です。 

多ポートを集約したことにより、ラックマウント時で弊社製ＳＣ－８２５５と比較して最大 

５３％のスペース効率がアップします。 

 

（２）フェイルセーフ機能 

監視切替制御基板（ＭＣＵ）による自動切替機能を持ち、フォールバック・スイッチと連動し

て通信基板故障時に予備基板と自動的に切り替えます。 

また、電源部は各通信基板に搭載し、電源故障時の影響を最少化します。 

 

 （３）ホットスワップ機能 

システム稼働中に通信基板の増設、交換が可能です。 
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１．２ 位置付け 

 
ＩＰＴｒａｍｓｌａｔｏｒは、ホストまたは端末とＩＰネットワークの間に位置し、Ｘ．２５パケット

をＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングします。 
 

IPTranslator 

 

Ｘ．２５手順

端末 

Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク 

V.24/V.28,X.21Ｘ．２５手順 

 
端末 

IPTranslator 

V.24/V.28,X.21 

V.24/V.28,X.21 

IPTranslator 

ホスト 

Ｘ．２５手順

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図 １．１ システム構成 
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１．３ サポート構成 

 
 
ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ Ｘ．２５は、以下のシステム構成をサポートします。 
 
 
 

ＩＰネットワーク 

IPTranslator 

ホスト 

端末 
 

端末 

IPTranslator 

 

ホスト 

端末  

Ｘ．２５網 

 
端末 
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１．４ 基本機能 

 

（１）ＴＣＰ／ＩＰカプセリング機能 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、ホストまたは端末とＩＰネットワークの間に位置し、Ｘ．２５の

パケットをＴＣＰ／ＩＰパケットにカプセリングします。 
これにより、パケット交換網，パケット交換機をホスト、端末を変更することなしにＩＰネットワ

ークに統合が可能です。 
 

図 １．２ プロトコル構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ｶﾌﾟｾﾘﾝｸﾞ機能 

TCP 

IP

V.24/V.28 
Ｘ.21 

10BASE-T/５

LAPB 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ 

TCP 

IP

V.24/V.28 
Ｘ.21 

10BASE-T/５

LAPB 

ｶﾌﾟｾﾘﾝｸﾞ機能 

LAPB 

PLP 

V.24/V.28
Ｘ.21 

 

アプリケー

ション 

LAPB 

V.24/V.28 
Ｘ.21 

PLP 

 

アプリケー

ション 

外部機器 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ

ホスト 

（２）プロトコルサポート機能 

 
ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ Ｘ．２５は、以下プロトコルをサポートします。 
 
 物理レイヤ（Ｌ１） 
  Ｘ．２１またはＶ．２４／Ｖ．２８ 
 
 データリンクレイヤ（Ｌ２） 
  ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｘ．２５（１９８８）ＬＡＰＢ準拠 
  ＪＩＳＸ５１０４，ＪＩＳＸ５１０１，ＪＩＳＸ５１０６に準拠 
 
 パケットレベル（Ｌ３） 
  ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｘ．２５（１９８８）ＰＬＰ準拠 

 

（３）各種制御機能 

 ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ Ｘ．２５は、以下のＸ．２５交換機をエミュレーションする機能を 

持ちます。 

 

  ・振分け機能 

  ・ＬＣＮ／ＬＣＧＮ変換機能 

  ・データリンクレベル監視機能 

  ・伝送路監視機能 
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（４）監視機能 

 

監視用の専用基板により、各通信基板の状態が監視できます。（ＳＣ－８２７７／８２５７のみ） 

各基板の稼働状況をホストに通知することができます。（ＳＣ－８２７７のみ） 

また、ファン状態の監視を行います。 

 

（５）切替機能 （ＳＣ－８２７７のみ） 

 

ＭＣＵ基板により、故障基板を自動的に予備の基板に切り替えることができます。 

また、前面のキーボードから手動での切替も可能です。 

 

（６）ホットスワップ機能 （ＳＣ－８２７７のみ） 

 
 稼動中に基板の交換、増設が可能です。 
 

 （１）、（３）、（４）、（５）の詳細に関しては「機能解説書 全体概要編」を参照して下さい。 
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「空白」 
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第２章 機能解説 

 
本章は、ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ Ｘ．２５についての解説を記述しています。 
 

２．１ 基本伝送仕様 

（１）データリンクレベル通信仕様 

 

項番 項目 内容 標準値 

１ 適用回線 専用線 － 
２ ハードウェア 
インターフェイス 

Ｖ．２４／Ｖ．２８ 
Ｘ．２１（ＳＣ－８２１５を除く） 

－ 

３ 伝送速度   1.2k / 2.4k / 4.8k / 9.6k / 19.2k/48k/64k/128kbps 
（128kbpsは、X.21I/F基板のみ可能） 

48Kbps 

４ 通信方式 全二重通信方式 － 

５ 同期方式 フレーム同期方式 － 

６ 誤り制御方式 ＦＣＳ － 

７ 符号化形式 ＮＲＺ － 

８ ＲＳ信号 常時ＯＮ － 

９ Ｉフレーム長 最大４０９９バイト 259 ﾊﾞｲﾄ 
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（２）パケットレベル 

 ・ＬＣＧＮの値  ０～１５ 

 ・ＬＣＮの総数（１ポートでサポートする総数） 

マルチポート版使用時   ３２（ＰＶＣ，ＶＣの混在可） 

          シングルポート版使用時 １２８（ＰＶＣ，ＶＣの混在可） 

 ・サポートパケットタイプ 

  ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒでサポートしているパケットタイプは、以下の通りです。 

 送信 受信 備考 

CR － ○  

CN ○ －  

CC ○ －  

CA － ○  

IT ○ ○  

IF ○ ○  

DT ○ ○  

RR ○ ○  

RNR ○ ○  

REJ ○ ○  

SI × －  

SQ － ○  

SF ○ ×  

RI ○ －  

RQ － ○  

RF ○ ○  

CQ － ○  

CI ○ －  

CF ○ ○  

DG × ×  

GQ × ×  

GF × ×  

FQ × ×  

FF × ×  

EQ × ×  

EF × ×  

   ○：送信可能または受信可能  ×：送信不可または受信不可  －：存在しない 
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２．２ ハードウェアインターフェイスと伝送速度 

 

   ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒは、使用回線数によって以下の制限があります。 

 

   （１）ＳＣ－８２３７／１５ マルチポート版使用時 

     ［Ｖ．２４／Ｖ．２８，Ｘ．２１］ 

      （Ｘ．２１は、ＳＣ－８２１５を除く） 

使用ポート数 通信速度の制限 

１ポート １２８ｋｂｐｓ以下 

２ポート 各ポート６４ｋｂｐｓ以下 

 

 （２）ＳＣ－８２７７／５７ マルチポート版使用時 

     ［Ｖ．２４／Ｖ．２８，Ｘ．２１］ 

使用ポート数 通信速度の制限 

１ポート １２８ｋｂｐｓ以下 

２ポート 各ポート６４ｋｂｐｓ以下 

３ポート 各ポート４８ｋｂｐｓ以下 

４ポート 各ポート１９．２ｋｂｐｓ以下 

 

   （３）ＳＣ－８２７７／５７／３７ シングルポート版使用時 

     ［Ｖ．２４／Ｖ．２８，Ｘ．２１］ 

使用ポート数 通信速度の制限 

１ポート １２８ｋｂｐｓ以下 

 

（注１） １ポート使用時は、原則としてＣＨ１をご使用ください。 

（注２） １２８Ｋｂｐｓの通信速度を使用する場合には、Ｘ．２１インターフェースをご使用くださ

い。 

（注３） ＳＣ－８２１５では、シングルポート版はサポートしておりません。 
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２．３ ＰＶＣ動作シーケンス 

（１）正常動作シーケンス 

以下にＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ Ｘ．２５におけるＰＶＣ動作シーケンス例を示します。 

（フレームのレベルは、リンク確立を除いて省略します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator

ＰＫＴ（ＲＦ） 

ＰＫＴ（ＲＩ） 

ＰＫＴ（ＲＲ） 

ＲＩ 

ＳＱ 

ＰＫＴ（ＲＱ） 

ＯＰＥＮ確認 

ＯＰＥＮ要求 

ＳＡＢＭ 

ＳＦ 

ＲＦ 

ＤＴ 

ＤＴ 

ＤＴ 

ＰＫＴ（ＤＴ） 
ＤＴ 

ＰＫＴ（ＲＲ） 
ＲＲ 

ＲＲ 

ＲＲ 

ＰＫＴ（ＤＴ） 

ＲＲ 

ＰＫＴ（ＲＦ） 
ＲＦ 

ＲＦ 

ＲＩ 

ＲＱ 

ＳＡＢＭ 
ＳＡＢＭ 

ＵＡ 

ＵＡ 

端末 
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（２）ＬＣＮ／ＬＣＧＮ変換，振分動作シーケンス 

 ＤＴＥよりパケット受信時には、受信したＬＣＧＮ，ＬＣＮより、振分テーブルにて宛先ＩＰアド

レスとポートを求めて、ＬＡＮ側に送信します。 

 ＬＡＮ側よりのパケット受信時には、振分テーブルよりＬＣＧＮ，ＬＣＮを取得し変換後ＤＴＥに

パケットを送信する。 

 

DT送信 
      ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ     ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DT受信 

・該当振分ﾃｰﾌﾞﾙの自 LCGN/LCNを取得 

し変換後、ﾊﾟｹｯﾄを送信する。 

・受信 LCGN/LCNにより、振分ﾃｰﾌﾞﾙを

 検索し、宛先 IP ｱﾄﾞﾚｽとﾎﾟｰﾄを取得す 

 る。 

入力 出力
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（３）データリンクレベル監視動作シーケンス 

  ＤＴＥとのデータリンクの監視を行い、データリンクの異常が発生した場合は、ＰＶＣの相手先 

 ＲＩパケットを送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator

ＲＦ 

ＣＬＯＳＥ通知 データリンク異常 

ＰＫＴ（ＲＱ） 

ＯＰＥＮ確認 

ＯＰＥＮ要求 
ＳＡＢＭ 

ＲＩ 

ＰＫＴ（ＲＦ） 
ＲＦ 

ＲＦ 

ＲＩ 

ＲＱ 

ＳＡＢＭ 
ＳＡＢＭ 

ＵＡ 

ＵＡ 

端末 
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（４）伝送路監視動作シーケンス 

  パケットをＬＡＮ側に送信した場合、ＬＡＮ異常の監視を行います。 

  ＬＡＮ異常を検出した場合は、ＤＴＥにＲＩパケットを送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        × 

               送信異常検出 

 

 

 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator

ＲＦ 

ＰＫＴ（ＲＱ） 

ＯＰＥＮ確認 

ＯＰＥＮ要求 

ＳＡＢＭ 

ＤＴ 

ＰＫＴ（ＤＴ） 

ＲＩ 

ＰＫＴ（ＲＦ） 
ＲＦ 

ＲＦ 

ＲＩ 

ＲＱ 

ＳＡＢＭ 
ＳＡＢＭ 

ＵＡ 

ＵＡ 

端末 
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２．４ ＶＣ動作シーケンス 
（１）正常動作シーケンス 

以下にＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ Ｘ．２５におけるＶＣ動作シーケンス例を示します。 

（フレームのレベルは、リンク確立を除いて省略します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator

ＰＫＴ（ＤＴ） 

ＰＫＴ（ＣＡ） 

ＰＫＴ（ＣＱ） 
ＣＩ 

ＣＱ 

ＰＫＴ（ＣＦ） 
ＣＦ 

ＣＦ 

ＤＴ 

ＤＴ 

ＤＴ 
ＰＫＴ（ＤＴ） 

ＤＴ 

ＰＫＴ（ＲＲ） 
ＲＲ 

ＲＲ 

ＰＫＴ（ＲＲ） 
ＲＲ 

ＲＲ 

ＣＣ 

ＣＡ 

ＣＲ 
ＰＫＴ（ＣＲ） 

ＣＮ 

ＵＡ ＵＡ 

ＳＡＢＭ ＳＡＢＭ 

端末 

14 



 

（２）ＬＣＮ／ＬＣＧＮ変換，振分動作シーケンス 

 ＤＴＥよりパケット受信時には、受信した着ＤＴＥアドレスより、振分テーブルにて宛先ＩＰアド

レスとポートを求めて、ＬＡＮ側に送信します。 

 ＬＡＮ側よりのパケット受信時には、振分テーブルよりＬＣＧＮ，ＬＣＮを取得し変換後ＤＴＥに

パケットを送信する。 

 

  ①呼設定 
            IPTranslator   IPTranslator 

ＣＲ 

ＣＮ 

・CA ﾊﾟｹｯﾄの LCGN, 
 LCNより宛先 IP ｱﾄﾞﾚ
 ｽとﾎﾟｰﾄを取得する。

・各 LCN状態を管理 
 し、空 LCNを検索し
 LCGN,LCNを決定す
 る。 

・CR ﾊﾟｹｯﾄ内の着 DTE
 ｱﾄﾞﾚｽより、振分ﾃｰﾌﾞﾙ

 を検索し、宛先 IP ｱﾄﾞ
 ﾚｽとﾎﾟｰﾄを取得する。

ＣＡ 
ＣＣ 

ＣＡ 

ＣＲ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②通常動作 
            IPTranslator   IPTranslator 

出力入力

・受信 LCGN/LCNに 
 より、振分ﾃｰﾌﾞﾙを検

 索し、宛先 IP ｱﾄﾞﾚｽ
 とﾎﾟｰﾄを取得する。 

DT送信 
・発信元の IP ｱﾄﾞﾚｽと 
ﾎﾟｰﾄより、振分ﾃｰﾌﾞﾙ

を検索し、自 LCGN 
/LCNを取得し変換 
後、ﾊﾟｹｯﾄを送信す 
る。 

DT受信 

 

 

 

 

 

 

 

 ③切断動作 
            IPTranslator    IPTranslator 
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・LCN状態を空とす 
る。

CQ 

CF 

CI 

ＣF 
CF 

ＣQ 

・LCN状態を空とす 
 る。 



 

（３）データリンクレベル監視動作シーケンス 

  ＤＴＥとのデータリンクの監視を行い、データリンクの異常が発生した場合は、ＶＣの相手先 

 ＣＩパケットを送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator

ＣＦ 

ＰＫＴ（ＣＡ） 

ＣＩ 
ＣＬＯＳＥ通知 

ＣＣ 

ＣＡ 

ＣＲ 
ＰＫＴ（ＣＲ） 

ＣＮ 

ＵＡ ＵＡ 

ＳＡＢＭ ＳＡＢＭ 

端末 

データリンク異常 
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（４）伝送路監視動作シーケンス 

  パケットをＬＡＮ側に送信した場合、ＬＡＮ異常の監視を行います。 

  ＬＡＮ異常を検出した場合は、ＤＴＥにＣＩパケットを送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       × 

               送信異常検出 

 

 

 

 

ホスト IPTranslator ＩＰネットワーク IPTranslator

ＣＦ 

ＰＫＴ（ＣＡ） 

ＤＴ 

ＰＫＴ（ＤＴ） 

ＣＩ 

ＣＣ 

ＣＡ 

ＣＲ 
ＰＫＴ（ＣＲ） 

ＣＮ 

ＵＡ ＵＡ 

ＳＡＢＭ ＳＡＢＭ 

端末 
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２．５ 各種設定項目 
（１）データリンクレイヤ（ＬＡＰＢ）における設定項目 

・通信速度 

    １２００ｂｐｓ、２４００ｂｐｓ、４８００ｂｐｓ、９６００ｂｐｓ、１９２００ｂｐｓ、 

    ４８ｋｐｂｓ、６４ｋｂｐｓ、１２８ｋｂｐｓが選択可能です。 

 
・応答確認タイマ（Ｔ１） 
  応答の必要なフレームを送信後、適切なフレーム待ち時間を指定します。 
  ０．５秒単位で０．５～１２７秒まで設定可能です（デフォルト設定２．０秒） 
 
・ＲＳ（Ｃ） ＯＦＦ監視タイマ 
  ＲＳ信号ｏｆｆ状態の監視時間を指定します。 
  １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：３秒）  
 
・連続タイムアウト回数（Ｎ２） 
  エラー処理に至る連続タイムアウト回数を指定します。 
  指定範囲は、１～２５４回または無限回です。（デフォルト設定：１４回） 
 
・最大Ｉフレーム再送回数 

  最大Ｉフレーム再送回数を指定します。 

  指定範囲は、１～２５４回または無限回です。（デフォルト設定：７回） 
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（２）パケットレベル（Ｘ．２５）における設定項目 

①宛先項目設定 

  １６個あるＬＣＧＮ毎にＰＶＣ／ＶＣ，ＬＣＮ数の指定をします。チャネルあたりの最大ＬＣＮ 

 数は、マルチポート版使用時は３２個で、シングルポート版使用時は１２８個です。 

  次にＬＣＮ毎の宛先を指定しますが、ＰＶＣ／ＶＣの指定により以下の項目を指定します。 

 

 ◎ＰＶＣの場合 

  ・パケットサイズ 

   以下のパケットサイズから指定します。 

   １２８／２５６／５１２／１０２４／２０４８／４０９６ 

 

  ・ウィンドサイズ 

   １～７までのウインドサイズを指定します。 

 

  ・宛先ＬＣＧＮ 

   ０～１５までの宛先ＬＣＧＮを指定します。 

 

  ・宛先ＬＣＮ 

   １～３２までの宛先ＬＣＮを指定します。（マルチポート版使用時） 

   １～１２８までの宛先ＬＣＮを指定します。（シングルポート版使用時） 

 

  ・宛先ＩＰアドレス 

   宛先ＩＰアドレスを指定します。 

 

  ・宛先ＰＡ 

   宛先ＰＡ（チャネル）を指定します。 

    指定範囲は、１～４です。 

 

 ◎ＶＣの場合 

  ＶＣの宛先を以下の組み合わせで設定します。 

  宛先の総数は、マルチポート版使用時は３２まで、シングルポート版使用時は１２８まで、設定 

可能です。 

  ・着ＤＴＥアドレス 

   最大１５桁のＤＴＥアドレスを指定します。 

  ・宛先ＩＰアドレス 

   宛先ＩＰアドレスを指定します。 

  ・宛先ＰＡ 

   宛先ＰＡ（チャネル）を指定します。 

   指定範囲は、１～４です。 
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②タイマ 
 
 以下のタイマの設定が可能です。 
 
 ◎ＰＶＣ関連タイマ 
  ・ＲＩ送信後応答待ちタイマ（Ｔ１２）（ＰＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：６０秒） 
 
  ・ＯＰＥＮ要求受信後のデータリンク確立待ちタイマ（ＰＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：２０秒）  
 
  ・ＯＰＥＮ要求入力後のＯＰＥＮ確認待ちタイマ（ＰＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：３０秒） 
 
  ・ＳＱ受信によるＳＩ入力後の全マトリックス終了待ちタイマ（ＰＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：１３０秒） 
 
  ・ＲＱ要求入力後応答待ちタイマ（ＰＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：１５０秒） 
 
  ・ＳＱ処理中ＤＴ受信時保持タイマ（ＰＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：２５秒） 
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 ◎ＶＣ関連タイマ 
  ・ＣＮ送信後応答待ちタイマ（Ｔ１１）（ＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：１８０秒） 
 
  ・ＣＩ送信後応答待ちタイマ（Ｔ１３）（ＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：６０秒） 
 
  ・ＣＲ入力後応答待ちタイマ（ＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：１９０秒） 
 
  ・ＣＱ入力後全マトリックス終了待ちタイマ（ＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：１３０秒） 
 
  ・ＣＱ要求入力後応答待ちタイマ（ＶＣ設定時に有効） 
   該当するタイマー値を指定します。 
   １秒単位で１～２５５秒または無限が、設定可能です。（デフォルト設定：１５０秒） 
 
③カウンタ 

 以下のカウンタの設定が可能です。 

 

  ・ＲＩ送信再送回数（ＰＶＣ設定時に有効） 

   ＲＩ送信再送回数を指定します。 

   指定範囲は、１～２５５回または無限回です。（デフォルト設定：１回） 

 

  ・ＣＩ送信再送回数（ＶＣ設定時に有効） 

   ＣＩ送信再送回数を指定します。 

   指定範囲は、１～２５５回または無限回です。（デフォルト設定：１回） 
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「空白」 
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第３章 使用上の注意事項 

 

３．１ 遅延時間の目安に関して 
 

ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒを使用する場合、伝送路にＩＰネットワークを使用するため、専用線等を

使用する場合に較べて伝送時間が増大します。以下、Ｘ．２５の時の伝送遅延の目安に関して記述し

ます。 

 

  （１）前提条件 

   前提条件として 

・ＩＰネットワーク上で経由するＷＡＮは１個。 

・ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ間のＴＣＰコネクションが既に確立していること。 

・ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒの設定は標準設定 

   とします。 

 

  （２）遅延時間の定義 

遅延時間の定義は、「受信側がフレームを受信終了後、送信側ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒが送信終了

までの時間≒ 専用線を使用した時と比較して遅れる時間」とします。 

 

  （３）遅延時間の目安 

  データ長：Ｙオクテッド、回線スピード：Ｓｂｐｓ 

  ＵＳＴ内遅延時間：Ｌ 

  ｌｏ＝ＬＡＮオーバヘッド＝（（Ｙ＋Ｈ）＊８／Ｍ）＊２＋Ｎ 

  Ｈ＝各ヘッダー長の和＝MAC ﾍｯﾀﾞｰ長+IP ﾍｯﾀﾞｰ長+TCP ﾍｯﾀﾞｰ長+独自ﾍｯﾀﾞｰ長＝７４ 

  ＬＡＮのスピードＭ［メガ］、ルータ間遅延時間 Ｎ 

 

   遅延時間＝２Ｌ＋（Ｙ＋６）＊８／Ｓ＋ｌｏ 

 

 

データ長（オクテット） ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒ内遅延時間（ミリ秒） 

１０ 約３ 

２５６ 約４ 

１０２４ 約６ 

 

  （４）注意点 

 

    フレーム中に５個以上のビット’１’が連続すると遅延時間が増大します。 
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３．２ 制限事項 
 

（１）相手ＤＴＥＮｏ．登録の制限事項 

   ＶＣの場合、相手ＤＴＥＮｏ．によって宛先を振分けていますので、発信がない場合でも相手 

   ＤＴＥＮｏ．の登録が必要となります。 

 

（２）登録宛先数に関する制限事項 

   １ボード当りの宛先登録数（ＩＰアドレス単位）は、最大３２箇所までです。 

 

（３）スムースに使用して頂くための条件 

   以下の項目を守って頂くと、ホスト－端末間のデータ転送にて、スムースな動作を保証できます。 

   そうでない場合には、フロー制御等が働き、快適に使用できなくなる場合があります。 

   各値は、ポート当りの数値です。 

項目 値 

ウインドサイズ×論理チャネル数   ＊１ １２８以下 

秒当りの最大パケット数       ＊２ ２５パケット／秒 

秒当りの最大ＤＴパケット数     ＊３ １５パケット／秒 

秒当りの平均ＤＴパケット数     ＊４ ５パケット／秒以下 

 

   ＊１ この制限を越えて使用されると、フロー制御が働く可能性があります。 

   ＊２ 全送信パケットと全受信パケットの合計です。次項と関連あります。 

      ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒが最高の処理性能を出すための指標です。 

      この制限を越えて使用されると、フロー制御が働く可能性があります。 

   ＊３ 送信ＤＴパケットと受信ＤＴパケットの合計です。 

      ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒが最高の処理性能を出すための指標です。 

      この制限を越えて使用されると、フロー制御が働く可能性があります。 

   ＊４ 送信ＤＴパケットと受信ＤＴパケットの合計です。 

      １分間の平均でこの数値を超えない範囲で使用することをお勧めします。 

      ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒが最高の処理性能を出すための指標です。 

      この制限を越えて使用されると、フロー制御が働く可能性があります。 
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３．３ ＮＴＴ ＤＤＸパケット網との相違点 
   ＩＰＴｒａｎｓｌａｔｏｒを使用する場合、ＮＴＴのＤＤＸパケット網と以下の相違点があります。 

   ①代表選択機能は、サポートしません。 

   ②ウインドサイズのチェックは、行いません。 

   ③ＧＦＩに関しては、自動生成します。 

   ④７６年版と８０年版の対向に関しては、サポートしません。 

   ⑤Ｐ(ｓ)，Ｐ(ｒ)のチェックおよびＱ，Ｄ，Ｍビットの妥当性のチェックは、行いません。 

   ⑥ＰＬＰのモジュロ変換は、行いません。 

   ⑦ＮＴＴのＬＡＰＢ（７６）は、サポートしません。 

   ⑧ＣＲ／ＣＮ／ＣＡ／ＣＣパケット内のファシリティは、チェックは行いません。 

   ⑨Ｄビット修飾は、サポートしません。 

   ⑩ＩＴパケットは、特に条件なく使用できます。 

   ⑪ＤＴＥファシリティは、特に条件なく使用できます。 

   ⑫網中継遅延表示，着信線アドレス変更通知，代表選択，着信規制，発信規制，マルチリンク， 

    閉域接続は、サポートしません。 
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Appendix-A（規約） 

 

ＲＦＣ番号 Ｔｉｔｌｅ 

７９１  Internet Protocol 

７９２  Internet Control Message Protocol 

７９３  Transmission Control Protocol 

８２６  Ethernet Address Resolution Protocol 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 内容 

Ｖ．２４  ＤＴＥ－ＤＣＥ Ｉ／Ｆ間の相互接続回路の規定 

Ｖ．２８  ＤＴＥ－ＤＣＥ Ｉ／Ｆ間の電気的特性の規定 

Ｘ．２１  公衆データ網における同期式動作向けデータ端末装置とデータ回線終端

 装置間のインターフェース 

Ｘ．２５  公衆データ網に専用線で接続されたパケットモードで動作するデータ 

 端末装置とデータ終端装置間のインターフェース 
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ご意見・ご要望記入用紙
 

本書の内容、構成等または製品について、ご意見、ご要望、お気づきの点がございましたら、下記

にご記入のうえ、ＦＡＸもしくは弊社営業担当にお渡しください。 

なお、お寄せいただいたご意見およびご提供いただいた個人情報は、弊社関連製品の品質向上およ

び新製品の開発並びに同製品・サービスに関する情報のご提供のために利用されていただきますの

で、ご了承ください。 
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